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紫波ツーリズム協議会 〔岩手県紫波町〕

【採 択 年 度】
令和２年度

【事業実施期間】
令和２～３年度

【特徴的な取組】

〇民泊と体験プログラムを組み合わせた旅行商品造成
〇視察や教育旅行に対応できる体験プログラム
〇インバウンド受け入れを目指した情報発信と受け入れ体制

紫波町の魅力を農業や自然を活用した体験をして知ってもらうため、滞在型体験コンテンツの開発・情報発信・
インバウンド受け入れ等の整備事業を進めている。

し わ

岩手県紫波町

＜受け入れ体制整備事業＞
①農泊推進セミナー
・外部講師による民泊開業セミナーの開催

②ワークショップ
・宿泊、体験、飲食の提供など地域が一体となった取り組みを推進
するため合意形成や商品化に向けたワークショップを３回開催

③先進地視察調査
・農業を活用した体験の運営ノウハウや工夫、また集客に関
する施策などのプロモーションについて調査

④民泊申請支援
・民泊申請の手続きについて説明会を開催し支援

⑤インバウンド対策
・案内表示やサービスの説明などの翻訳

⑥ＯＴＡ登録サポート
＜体験コンテンツづくり事業＞
①宿泊や体験の調査・造成・磨き上げ
②モニター調査

首都圏大学生12名、
一般・旅行業関係4名

＜プロモーション事業＞
①ホームページ・プロモーション用動画作成・インスタグラム作成

【取組内容】

収穫体験 畜産農家見学 そば打ち体験

ぶどうの選定作業体験 クルミの皮でストラップ作り

東根山を映す田園

秋の里山（山屋地区）

【実施体制】

ＮＰＯ法人
紫波みらい研究所

宿泊/食事 その他

• 事務局／令和4
年度から民泊の
実施を目指す

・町内民泊
７軒

・町内飲食店
２軒

・町内農作業等
６軒

・行政
・その他連携団
体（JA・土地改
良区・観光交流
協会・ホテル・温
泉施設等）

体験

紫波ツーリズム協議会
（事業実施主体）


